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高齢者母人権学習会を開催

第 4回高齢者の人権学習会「身元保証

契約を考える」が 9月 3日 (日 )、 昭和生

涯学習センターにおいて開催されまし

た。

第 1部は、第 3国学習会に弓:き 続き、

南部法律事務所平針事務所高森裕司弁護

士の「身元保証契約の課題」というテー

マで、法律の専門家の視点から講演をい

ただきました。具体的事Jllも 紹介され、

正直言って、忙しい弁護士さんがここまでやるのかと驚いたのが実感で、講訴銭人柄がうかがえまし

た。身元保護は本来不要なはずなのに、現実には入院入所に際じ身元保証を求めもれることが多く、身

寄 りのない人 |ま身元保証団体と契約せぎるを得ない。こういった場合、必要としないサービス内容まで

合むセット契約、チェック体制のない財産管理契約や「医療同意もやりますよJと いう団体との契約の

危うさを指摘されました。壼療同意 |ま成年後見人でさえできない。ましてや身元保証団体では不可能と

説明されたことは腹におちました。

本人の意向に沿っているのか、利益にかなっているのか、予め医療機関や施設始め関係者が本人の利

益や意思を尊重確認しておける関係を作っておく。更に、こういった課題を解決するためにもr、 会的な

対応の拡充が必要と指摘されました。

第 2部の西岡理事長の講演では、特に施設入所の際、身元保証人の存在が条件となっている施設がほ

とんどである現状を踏まえ、名古屋市権利擁護支援協議会のアンケートや内閣府 NPOポータルサイト
から作成された資料をもときこ身元銀証団体の実態を説明しました。権談支援機関における情報共有の仕

組みつくり、行政の関与による管理監督、サービスの質向上のためのガイドライン作 り、将来的に|ま公

的サービスヘの移行が必要ではないかと訴えました。

今回の学習会には病院、施設、居宅、NPOな どから19名 の方の参加をいただきました。奇しくも、
学習会翌圏の朝日新聞の 1面に「身寄 りない高齢者の身元保証 トラブル」の記事が載 りましたが、この

問題について更に関心を持っていただくきっかをすになること期待したいと思います。会終了後のアンケ

ー 群にまま身元保護契約に関する講演会を今後も企画してはしいなどの意見を寄せられました。今回の学

習会においては、参力爾者の方から身元保証に関する生の経験などを出していただき、討論する時間もあ

っても良かったかなと思いましたが、これは今後の課題としていきたいと考えます。(K.I)
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東理≧地方一麗

8月末から9月初めにかけて 4油 5圏 で東北地方を巡ってきました。特に着手県に:ま行つたことがなく

ここを中心に巡ることにしました。東京経由で北上駅に出てここでレンタカーを借 りて出発。平泉の中尊

寺・花巻の宮沢賢治関係の記念館 3カ所を見学、花巻温泉で 1油。二鶏霧は遠野物語の記念館、かっぱ滞

も訪れ等の先にキュウリをぶら下げカッパをつ りあげようとする様子も見ることができました。そこから

富古の浄圭ヶ浜へ。陸からは観光案内書で見るほどたいしたことはなく、観光船でぐるりと回らないと実

感できません。朝 ドラ「あまちゃんJの舞台で轟る久慈の海女センターを経て八戸に油まりました。翌襲

「八食センター」市場へ、豊かな海産物があふれていました。その後青森へ足を延ばし「三FAl丸曲縄文遺

跡董を見学、それか各十和熙灘に向かい奥入瀬渓谷に沿つて走 りましたが繭夜の雨のせいか水はそんなに

澄んでおらず残念。十和国温泉に泊まりました。三日国は八幡平をドライブ、紅葉にはまだ早く青々とし

た狂iJ岳道路を走 り抜けました。そのまま秋圏県の乳藝温泉に行 く予定でしたが車の故障で盛岡油まりにな

テました。

今回の旅行は実は酸素ボンベを持っての旅行でした。今年の 3月 にこれまで治療中だった肺気腫が悪

化しました。原因はわかりませんが後難高齢者となり体譲が変わったためでしょうか。5月 に身体障害者

奪級の認定を受けてしまいましたが、それでもどこまで行動できるかのチャレンジでした。しかし結果は

体力負け。これからも酸素ボンベと付き合つて生きてもヽかなければならず、飛行機は無理で海外旅行は行

けなく国lAIも 飛行機を使 う旅行 :まできず鉄通か車、船の旅に限られます。でもできる旅行は無理せず続け

て lv・ こうと思つています。(A.F)

■
玉石混交の身元保護等高齢者サポートサービス

名古屋市内では 27法人 (N P 017、 社爾 10)が活動中です。NPO法人の実態は以下の通 り (2923.3。 1

現在)。 厚労省も近 く実態調査の予定です。名古屋市としても取 り組みを始めてはしいと恐います。

寵閣府鑢PO法人ポータルサイト、当該法人ホームページから BIト ーチ
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